
感染研所長、SNSの一部投稿に異例の「見解」 コロナワクチン巡り 

10/31 毎日新聞 

 
国立感染症研究所（感染研）の脇田隆字所長は 30日、新型コロナウイルスのワクチンを

巡り、SNS（ネット交流サービス）上に自身の意図とは異なる発言内容が拡散されている

として、自身の見解を感染研のホームページ（HP）上に掲載した。感染研が SNS上のやり

とりについて見解を示すのは異例。 

 脇田所長は 30日付の見解で、新型コロナワクチンの重症化予防効果について「多くの

適切にデザイン（設計）された研究に基づいて実証されており、学術的に確立された知

見」と指摘した。「日本国内で実施された複数の研究でも確認されている」と説明し、学

術論文や出典を示した。 

 また、2020年以降に発生した国内の超過死亡については「『新型コロナウイルスのワク

チン接種が原因で超過死亡が発生した』と考えられる科学的根拠は、現時点において確認



されていない」と説明した。 

 脇田所長は見解を公表した理由について「私の意図とは異なる内容が、私の言葉として

SNS等で広まることとなってしまったため」だとした。感染研が 28日に庁舎を一般公開

した直後から、SNS上では「脇田所長と直接話し、『ワクチンの重症化予防を示す国内の

データはない』『超過死亡の原因がワクチンである可能性は否定できない』との意見で一

致した」との情報が広がっていた。 

 感染研は 21年 8月にも、新型コロナを巡って、感染研の HPの記載を一部切り取り、科

学的な事実とは異なる情報が広まっていることに対して、「科学を踏まえた健全な社会の

議論をゆがめてしまう」と懸念を示したことがある。【金秀蓮】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


